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机の上の さな変革小
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線に重ねるようにして指の長さを比べてみると、予想外
の指の長さにびっくりする人もいるかもしれません。

　さて、今回は自分の「身体のサイズ」に抱くイメージ
について、３種類の比較をやっていただきました。当然
のことながら、自分の身体は生まれてからずっと共にあ
る存在なわけですが、それにもかかわらず、そのサイズ
の把握は曖昧さを伴うものであるということが実感でき
たのではないかと思います。
　これは、別の言い方をするならば、「内」にいる側から
は、「外」の様子を正確に捉えることが難しいということ
でもあります。この「内」と「外」のイメージのギャップ
は、身体の話だけでなく、社会のあらゆる場面で発生し
ています。
　たとえば、自分が所属する組織などについても、自分
たちが抱いている内側からのイメージと、外側から見ら
れているイメージには大きなギャップがあるはずです。
　このように、内側から観測する外側の認識の非正確さ
に対して常に意識的であることで、自らを客観視して律
したり、「内」と「外」で生じるギャップを利用して、何
か新しい事を興すためのヒントを得たりすることができ
るかもしれません。

「内」と「外」のギャップを自覚する

　こんにちは、菅俊一です。今回は、自分の「身体のサイ
ズ」を把握することについて考えてみたいと思います。
　まず、椅子を２つ用意して、その２つを「自分がギリ
ギリまっすぐに通り抜けられる幅」に並べて置いてみて
ください。事前に定規などで通り抜けられる幅を測った
り、足幅などを調べたりせず、あくまでも自分がイメー
ジする間隔で置いてみてください。そして椅子を置いた
ら、実際に椅子の間をそのまま歩いて通り抜けられるか
試してみましょう。
　いかがですか？　頭のなかのイメージよりも、椅子同
士の間隔を広めに取ってしまっているなど、だいぶギャ
ップがあるのではないでしょうか。
　今度は、細長く切った紙をテープで留めるなどして輪
っかをつくってみましょう。その際に、輪っかを自分の
人差し指がピッタリ通るサイズ感でつくってみてくださ
い。その際も、指の幅を測ったり比べたりすることなく、
イメージのなかだけで調整してみてください。輪っかが
完成したら、実際に指を通してみましょう。
　ここでも、指がまったく通らなかったり、意外とスカ
スカだったりと、イメージと現実とのギャップが生じて
いるのではないかと思います。
　最後に、自分の小指の長さと同じ長さの直線を紙に書
いてみましょう。当然、こちらも測ったり比べたりせず
にイメージのまま引いてみてください。実際に、書いた
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